
１９ Kami

１、豊かな自然を守り、美しいふるさとを未来に届けましょう。

１、互いに思いやり、ささえあう、心安らぐまちにしましょう。

１、歴史に学び、伝統を守り、高め、文化の香りあふれるまちにしましょう。

１、子どもたちの笑い声は宝物、みんなで見守り育てましょう。

１、感謝の気持ちを大切に、元気で働き、仲よく住みよいまちにしましょう。

香美市民憲章 
　私たちの香美市は、美しく、豊かな自然に育まれています。

　先人が築き上げた尊い文化や伝統を受け継ぎ、人々が愛と勇気を心に持ち、

誰もが幸せを感じられるまちを目指し、ここに市民憲章を定めます。
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－平成２４年４月１日制定－

■ 体と食事の関係を学ぶ　～テーマは塩～

　取り組みの中心である４年生は、塩の道を調べ

て実際に歩いたり、塩工場を見学して塩作りを学

び、海水から自分たちで塩を作るなどしました。

他学年でも、塩分を含む調味料（１年生）やおやつ

のとり方（３年生）、かつおぶし工場見学（６年

生）などで減塩の工夫に関する学習をし、うどん

工場見学（２年生）やかまぼこ工場見学（５年生）

などで塩の働きを学習しました。

　また塩分の必要性も学習し、熱中症予防のため

の手作りスポーツ飲料を家庭でも作ったという児

童もいました。キッズチャレンジデイでは、学年

をこえた縦割り班に分か

れ、塩おにぎりを作りま

した。４年生は、塩分と

健康について学んだこと

を生かし、だしを効かせ

た減塩みそ汁を作って全

校児童にふるまいました。
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刺 を ま な ぶ
４月４日（土）～５月１０日（日）

オープニングセレモニー
　４月４日（土）１４時～　

女子美術大学  岡田宣世教授  ギャラリートーク
　４月４日（土）１４時３０分～

ワークショップ
ワンポイント刺　の携帯ストラップをつくろう

　４月５日（日）

１０時００分～１１時３０分

１４時００分～１５時３０分

作品解説
毎週日曜日 １４時～

参加料８４０円
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■ おいしくうすあじ！学校給食

　香北地区の学校給食では、児童の味覚形成と薄

味の習慣化を図るため、野菜や地場産物を多く取

り入れたり、素材の味を生かせるよう調理方法を

工夫するなど、給食での減塩を目指してきました。

その結果、給食一食分の塩分量を１年間かけて平

均０．２ｇ減少させることができました。　

　また、香美市の特産物を使ったアイデア料理で

は、各部門で上位入賞しました。考案したレシピ

が、学校給食の献立や韮生の里（香北町）

の韮生米弁当として採用され、児童の

やる気や地場産物に

対する意識づけにつ

ながっています。

塩の道塩の道

　大宮小学校は、平成26年度文部科学省高知県スーパー食

育スクール事業の指定を受けました。

　この取り組みの中で、『食と健康 ～塩分摂取量の低下を目

指して～ 塩分摂取に着目した食生活習慣改善へのモデル検

討』をテーマに、児童が自分自身で課題を見つけ、健康や

食生活を改善していこうとする姿勢を育ててきました。　

　ここでは、３つのポイントに沿って、１年間の取り組み

について紹介します。
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■ 親子で取り組む食生活習慣改善

　全校児童を対象に『食事しらべ』を年５回行い、

各家庭でも食事内容を記録し、貸し出した塩分濃

度計を使って味の濃さを調べました。あわせて、

高知大学医学部附属病院検査部との連携で児童生

徒・教職員７２名の尿検査を実施し、塩分摂取量

の測定を行いました。その結果、児童や保護者の

減塩に対する意識が高まり、塩分摂取量の減少に

つながりました。

　その他にも、家庭や地域でも食生活習慣につい

て考えてもらおうと、食育講

演会を２回実施しました。ま

た、３学期に行われた学習

発表会では、塩について学

んだことを劇やカルタにし

て、保護者や地域の方に

発表しました。
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私たちの１年間の

取り組みぜひ見てね
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